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密度とほぼ等しい。これに加えて，年間 14万 5，000人の観光客 (1979年〉が， 7， 8月に集中する。

この水源、は，茶花プロァクの浅井戸 1カ所を除いて，すべて古里プロックの深井戸に依存してい

る。浅列二戸は，とくに人家の多い茶花や古里の低地に多く分布し，その数は 200-300カ所に達

する。大部分は3 家庭用ポンプが据え付けられ，夏期の上水道不足を補うために，雑用水として

採取されている。

与論島では，今後，上水道需要の増大や耕地が整備されることに伴うかんがい用水の需要が見

込まれている。主水源地である古里プロックの一部では，十数年来，地下水位が平均海水準以下

に下っており，今後，新たに地下水を採取する余俗はほとんどない。未開発区域の残された茶花

プロック の北部で作井に成功したとしても，安定的に採取できる量はその流域の広さから 1，000

m3/dを超えることはないだろう。与論島において，すでに作井された井戸の揚水可能量の総計

が 10，000m3/dを超え，全降水量の 10%に匹適する孟まで達している。おそらく ，これ以上の

採取は著しい水位低下や塩水浸入を助長し，現在，かろうじて良い水質を保っている古里地下水

盆さえ も深くまで塩水浸入させかねない。

与論島で、は，塩水浸入を防止し，あわせて地下水資源を確保するには地下ダムが適している。

その候補地として，古阜地下水盆がまず第1にあげられる。締め切り堤がやや長くなるものの，

400万 n13程度の開発が可能と想定される。

(山本昭夫)
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5. 沖縄島

(1) 地形・地質

沖縄島は，北東一南西方向に延びる長さ 110kmの細長い島で，南西諸島では最大の面積

(1，200 km勺をもっ。本島は，地形，地質上，具志川市字堅から北谷町砂辺に走るいわゆる天願

断層によって，北部地域と中南部地域に大きく分けられる。すなわち，北部地域は標高400m 

以上の山稜線が島軸方向に延び¥山地の陸地面積に占める割合が大きなことから，その山腹斜面

は海岸ぎわま で比較的急斜面となって臨む。古，中生代の千枚岩，緑色片岩類〈名翻~mn，砂岩

(嘉陽屑)，そして石灰岩(今帰仁層，本部層群〉が分布する基盤山地とな っている。標高 100m か

ら200mのところに特徴的に平坦爾が分布し，更新出:の砂T劇冨(国劇百〉が覆ってい る。 一方，

中南部は鮮新世の島尻周群がつくる丘陵と更新世の石灰岩および砂礁周(琉球層群〕が分布する

台地からなり，南にゆくほど低くなって 150血以下となる。

沖縄島における最も有力な帯水層は，石灰岩ないしは非石灰質の砂礁周からなる琉球層群であ

り，これらは金武台地，天願川流域，嘉手納，読谷台地，与勝半島，そして南部台地に広く分布

し，地下水の利用がなされている。ついで，古期の石灰岩が分布する本部半島，狭小であるが海
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表2-10-3 沖細島地質層序表(古川，1980) 
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岸沿いに発達する沖積平野，更新世の段丘土佐積物などをあげる ことができる〈表2-10-3)。

(2) 地下水

北 部(1).北部地域の主要な地下水賦存地帯は，東シナ海に突出する本部半島である。

八重岳 (453m)を中心とするl心地は，半島の中央部に広い面積を占め，古期の石灰岩と粘板岩，

チャ ー ト，砂岩，凝灰岩などの非石灰質岩石類が互庖またはレンズ状に分布している。全体の地

質構造は北東から南西方向に延び， さらに新旧の断層により切られている。古期石灰岩中には多

くの湧水がみられ， 111地を開析して流下する満名川や大井川は，これら地下水によって瓶養され，

あるいは地下流路をとって伏流するなど，特異な、河川形態をみせている。

古期石灰岩中の地下水は石灰岩の空隙や割れ目，あるいは断層破砕帯中に裂か水として存在す

る場合が多く，地下水の湧出機構と河川水の分布を総合的に調査解析することにより，かなりの

地下水開発が期待で、きる。

琉球石灰岩は，浦崎，新里から備瀬I[崎にかけた半島の先端部と，半島北部の今帰仁村今泊から

運天にかけて分布する。前者は，基盤を切る浸食谷と断層によって形成された堆積盆であり，そ

の最大層厚は 80m以上にも達する。後者は，大井川を中心と して，仲宗根から崎山への方向，

すなわち南東から北西方向にかけて開いた堆積盆である。ただ，一般に泥質な堆;jj'1相であり，帯

水層としての透水性や貯留率は小さなものとみられる。琉球石灰岩中の地下水は，かなり陸側ま

で塩水域が広がっていて，地下水利用上，その対策が考慮されなければならない。たとえば，本

部町浦崎から新里にかけて地溝状に発達する地下谷は，基盤が非常に深く，最深でー100m，浅

図2-10-17 本部半 島水文地質図



第 10竿南西諸島の地下水 911 

くても -30m ある。また，島尻砂岩層の上面に限れば，ほぼ -60mとなる。このため，電導

度の測定結果では，海岸より約 1km入ったところの地表下一50m で 1，000μぴ/cm，-50m以

深で 2，000μσ/cmとなっており，同じく 500m 入った地点で、はすでに 9，000μσ/cmの値を測定

している。これらの調査孔の地下水位標高は，おおむね 0 ~3m と非常に低い(図 2-10-1 7) 。

一方，大井川下流域を含む地下水盆は，大井川流域を背後地にもつため酒養量は大きい。しか

し，地下水位を堰き上げると，大井川への流出を早め， しかも感湖河川であるため，}IIから直接

取水することが不可能な状態にある。

このことから，このような琉球石灰岩地帯での地下水利用は，地下水盆の形状をよくみきわめ

て，塩水浸入阻止型の地下タ矛ム開発方式が有効であると考えられる。

半島基部は，標高 50 ~100m の丘陵が広がり ， 透水性の大きな呉我礁層3 イ中尾次砂層と呼ばれ

る鮮新世の土佐積物が分布する。丘陵斜面に湧水が認められるが，量的にはわずかなものが多い。

本屈が沖積面下に分布するところでは，井戸によっては日ii1500 m
3以上取水できるものもある。

沖積層は，大井川，満名川などの谷底平野を埋めるもので，沖縄県では大規模な平野に属する。

庖厚は 1O ~ 20 m に達するところ もあり，砂喋層は帯水胞に， 粘土居は加圧層となって，一部で

被圧している。いずれも，揚水による塩水浸入には注意しなければならない。

中 部(1). 中部の地下水盆には，読谷台地，天願川流域，与勝半島，嘉手納地域がある。 こ

のうち，嘉手納地域は米軍基地が全域を占めており，地下水利用はもちろん立入調査も不可能と

なっている〈図 2-10-18)。

読谷台地は，座喜味北方の丘を取り阻むように広がる平坦商と緩傾斜面からなり，平坦面は

ïO ~ 80 m面， 25 ~ 45 m面，15 m前後の面の 3面に区分される。また，西海岸には民It水さんご礁

が分布し，その高さは 3mまでである。川平の西方，座喜味の北側およびその東側には，基盤

の名護層群が露出し，長浜川沿いには花両岩類や扮岩などの貫入岩がみられ，一部に国頭層相当

の砂磯屈が基盤を覆っている。台地は琉球層群で構成され，下位より，石灰質磯岩層，石灰質砕

屑岩厨，石灰質喋岩層，1i.様性石灰岩層からな っている。読谷台地の基盤上面の形状は比較的単調

で，石灰岩を帯水層として地下水が求められるのは，北西一南東にのびる断層の西側で，基盤が

海水面より高い範囲に限られる。そこでは，水深が 5m前後あり，川平，長浜，儀聞の南など

の部落は， 深さ 20~30 m の打込み井戸により飲料水を得ている。字座や座喜味，その西方など

さらに基盤が浅くなるところでは， 5 ~10 m の深さの井戸が多く，湧水地点もいくつかみられる。

ここでは，基盤上面の風化部に貯まった少量の地下水が利用されている。いずれにしても， 1井

当りの汲み上げ量はわずかなものとなっている。

一方， 基盤が海水面下にあるところでは，一部で塩水化 しており，淡水の高さも 1mをでるも

のは少ない。字座の北西で行った揚水試験の結果で、は，透水量係数Tの平均が 1.81X 10-
4 m2fs， 

透水係数 kが平均 1.6X 1O-3cmfs，比湧出量Scが 37m3/d/m を示し，石灰岩の帯水層能力とし

ては一般のものより劣っている。一方，読谷台地南の比謝川流域右岸で行われた試験結果では，

Tが4.26X 1O-3m
2
fs， kが 4.25X 10-2 cm/s， Scが 200m3/d/mを示している。

天願川下流一帯の台地は，琉球j冒群とくに砕屑性の石灰岩を主要な帯水層として，沖縄県で最

も地下水開発が進んだ地域となっている。具志川市の北，天願川の上流は基盤の名護層からなる
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図2-10-18 本島 中部 水文地質図

山地が広がるのに対し，具志川市の南部から与勝半島にはもう 1つの基盤， 島尻居者+が露出する。

基盤の浸食谷は，天願川河口から天願を経て昆布に至る西落ちの断層に沿う深い地下谷と，赤野

から分かれて川崎，池原にのびる地下谷があり，後者は名諮層群と島尻周群とを境界する天願断

層にほぼ沿っている。

天願川河口に位置する地下谷の開口部は，最深部で -40mにも達し，基盤が海水面下にある

範囲は 5kmも陸側に入り込んでいる。これまでの揚水試験による と， 天願周辺の列二戸群は地下

谷の中心部に位置し，揚水量は日量 2，000m
3前後のものが多く ，これらは砕屑性の石灰岩を帯

水層としている。しかし，300 m ほど離れた地下谷の縁辺では 20m
3
/d にも満たない。また，同

じ地下谷にあっても，粘土混じりの砂磯が主要帯水j百になると，揚水量は 200m
3
fd程度となっ

ている。透水係数について も，石灰岩が 10-1cm/sオーダーにあるのに対し，砂1深層が 1O-
3
cm/s

オーダーと， 100分の l程度に小さくな っている。
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このように，水文地質構造と帯水層の庖'相によって比湧出量が著しく相違するのが，この台地

の特徴となっている。

与勝半島は，その南西海岸が急崖で，北東海岸および半島先端がやや急斜面で固まれた標高40

~100 m の台地性の地形を示している。基盤の島尻泥岩層は，半島の両斜蘭に露出し，半島の軸

部が基盤の凹地となって地下水盆を形成している。地下水盆の 1つはほぼ中央に，いま1つは半

島先端から海へ関口して分布しており，前者を内問地下水盆，後者を平敷屋地下谷と [1乎ぶことと

する。帯水層は琉球石灰岩とそれと同時異相の非石灰質砂喋層からなる。砂磯層は，半島基部の

勝連町北部に限って露出し，黄褐色を呈する基質は均一な細砂ないしシノレト質砂からなり，礁は

石英の円磯およ び島尻泥岩の とりこみを含んでいる。石灰岩相は，圧倒的に砂質石灰岩と石灰質

砂岩との互層からなり， :[((主性を示すものは少ない。基盤の泥岩層と石灰岩との聞に知念砂岩に相

当する石灰質細砂層が挟在するが，琉球石灰岩中の石灰質砂岩層と本層 とは岩質がよく似ている

こと から識別が困難である。 内間地下水盆は， 比高 20~30 m に及ぶ盆状をしてお り，すでに天

然の地下ダムを形成している。 地下水は溢流し， 湧水となって北東側斜面の小河川へ流入し， そ

の一部は県企業局の水源として利用されている。

半島先端にある平敷屋地下谷は，谷幅が 1.5km，奥行きが 1.0kmで海へ大きく聞いたかたち

をしており， しかも基盤の大部分は海水面より低い。最低標高が -30m もあるため，基盤の勾

配は約 5%と比較的急とな っている。 このため塩水浸入域は陸側へ 700mほど入っている。

内問地下水盆は，既存の湧泉などの水利用を仮に無視すれば， 日量 2，000m
3程度の地下水開

発が見込めるだろう。一方，平敷屋地下谷は地下水位も低く ，帯水層が海水と接するため，現況

では有効な利用は望めない。

南 部(2).沖縄島の南端，糸満市から具志頭村，玉城村を経て知念村に至る一帯には琉球石

灰岩の台地が広がる。これは， 北から南へ標高 200m から 50mまで緩く傾く 台地で3 階段状の

断層群によ ってできた急崖で固まれている場合が多い。 また，この台地はケスタ状の波状地形を

呈し， 断層を境に凹地とリッヂ状の高まりが隣接する。琉球石灰岩の下位の島尻層群は，本島中

南部一帯の基盤を構成するもので，一般には東西~北東走向，約 10。前後で南~南東へ傾く単斜

構造を示し，その厚さは 1，000m を超える。 島尻層群と琉球層群との聞には知念砂岩と呼ばれる

良く固結した石灰質の組粒堆積物が分布する。知念砂岩は，具志頭村慶座から東部に限られ，糸

満市ではみられない。島尻層群とともに不透水性基盤となっている。

台地を形成する琉球周群は，琉球石灰岩と段丘石灰岩とに区分される。琉球石灰婦は，最大

100m の層厚をもつが， 一般的には 30 ~ 40 m の厚さのものが多い。しかし，その分布は，最高

193m の糸数台地から港川付近の -50~- 60 m の最低標高まで，笑に 200m 以上の比高差をも

っている。 この相違は，庖準の違いというより も，隆起および断層などの地殻運動によるものが

大きい。石灰岩の層相は下部で砕屑性のものが多く ，上部へ向かつて次第に石灰藻球，砂質，礁

性と移化するのが一般的傾向であるが，みかけの層相のみで石灰岩を区分することには大きな困

難がある。

石灰岩の背後地は，基盤の島尻層群が広く露出しており，標高的には低いが，報得川や雄樋川

の上流部に当る。石灰岩堆積時，陸を形成していたものが隆起後の差別浸食によ り，高さを低く
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していったものと考えられる。港川地下谷のボーリングコアによれば，琉球石灰岩中に非石灰質

の砂， シノレト層が挟在しており，近くに浸食と供給の揚のあったことがわかる。

段丘石灰岩は主に雄樋川下流に分布し， 一名，栗石石灰岩とも呼ばれp 石材としてよく 利用さ

喜屋武~IIII E 

図2-10-19 本島南部水文地質図
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れている。標高 20~ 50 m にわたる緩やかな堆積原面が認められ， しかも琉球石灰岩を不整合に

型う新しいものであることがわかっている。

断層は東西性のものと南北性のものとがあり ，基盤の垂直落差は最大 60m，一般に 20m前

後である。交叉する断層群により，真栄里，名j成，喜屋武，米須，真壁3 宇江城，摩文仁，兵栄

平，匿座， イ中座，港川，そして知念の 12の地下水盆に区別される(図2-10-19)。

基盤の一部が海水面下にある地下水盆として，名城，米須，港川の3地域があり，その基盤の

最深は，名城が ー15m，米須が -60m，港川がー150m であり，それぞれ相当の塩水浸入域を

かかえている。これらの地下水盆はブロ y ク状に分布するため，上流の地下水盆の末端が下流の

地下水盆の先端に速なる場合が多い。これは，米須一真壁一宇江城，真栄平一摩文仁，仲座一度

座の地下水盆間でみられる。

それぞれの地下水盆は断層による基盤のくい違いによって，自然のダムが存在する揚合がある。

上流側の地下水盆から自然の地下ダムを越流して，下流側の地下水金に瓶養が行われる ことにな

り，とくに，高水時にこの機能は有効な勤きをする。すなわち， ピーク流出量をそれぞれの地下

水盆で保留するため，地下水流出の減衰速度が柔らげられ， より安定した貯留が期待できるから

である。慶座や仲座の地下水盆の末端の湧水はこのようなものの 1つで，水道水源として利用さ

れている。

雄樋川の流域をかかえる港川地下水盆の分布は，本地域にあってきわめて特異である。深さ」

100mを超え る範囲は上流へ 2kmも入 り込み，一方，海底でもその延長が確認されている。こ

の地下谷は，ほとんどが有孔虫石灰岩によって埋積されている。また，分水界にはすぐに基盤の

分布がみられるにもかかわらず，断層の存在は確認されていない。港川地下谷の成因については，

不明のところが多い。

雄樋川左岸から知念半島までは平らな台地面が連なり，石灰岩の堆積面をそのまま残している

ものとみられている。その厚さは 20m前後で， ドリ ーネや鎚乳洞などがよく発達する。南東側

急度斜には，基盤が露出し，その聞から地下水が湧出し，古くから周辺集落の貴重な生活用水と

して利用されている。

〈永田 聡・岡本正也〕
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6. 伊平屋島・伊是名島

伊平屋島，伊是名島ともに基盤は古生屈の堆積岩類からなり，琉球石灰岩の分布は認められな

し、。

古生層からなる地形は，山地を形成し，伊平屋島にあっては，標高 200m 以上の山々が島 の

長軸方向，つまり北東一南西方向にその陵線を連ね，それはまた背斜羽11の延びの方向ともなって

いる。一方，低地は山地に挟まれた洪積ないし沖積層による塩!積谷に限定され，地質構造上，向


